
たい

（注）評価の観点は、Ⅰ「知識・技能」Ⅱ「思考・判断・表現」Ⅲ「主体的に取り組む態度」を示す。

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

　　生活産業とは ・生活と産業とのかかわりについて理解する

・消費者ニーズと生活産業について調べ、まとめることができる

・社会の変化と生活産業の発展について理解する

　　スペシャリストへの道 ・スペシャリストに求められる要素、資質について知る

・生活に対応した商品・サービスの提供について理解する

　　生活産業に関するニュースを調べる

・時事問題について自分の考えを持つことができる

　　自分の生活を振り返り改善点を探る

・ICTを利用しレポート発表を行い、相互評価を行う

　　商品サービスの企画及び販売提供 ・商品・サービスの提供に関連する法規について知る

・労働者に関する法律について知る

・食生活関連産業の職業と資格について理解する

・食生活の変化と生活産業のかかわりについて理解する

・エコロジーとファッションについて知る

・生活に役立つ小物製作を通して縫製技術の基礎を身に着ける

・衣生活関連産業の職業と資格について知る

・住生活関連産業の職業と資格について知る

・現代の生活・生活課題と住まいについて理解する

・ヒューマンサービス生活関連産業の職業と資格について知る

・社会の変化とヒューマンサービスについて理解する

・災害に備える工夫について理解する

・災害時における生活支援について考える

　　職業生活の設計

　　生涯の生活設計

【観点別評価】

令和６年度（2024年度）　学習の手引き（シラバス）　　　　　　　　長野県上田千曲高等学校

学科 食物栄養科・生活福祉科 学年 1 履修 必修

目標

学
期

月 内容のまとまり
単元

（実習項目）
単元の目標

（具体的目標）

時数 70

教科書名（発行所） 生活産業基礎（実教出版） 副教材（発行所） なし

教科 家庭 科目名 生活産業基礎 単位数 2

家庭の生活に関わる産業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、衣食住、ヒューマンサービスなどに関する生活産業や
関連する職業を担う職業人として必要な基礎的な脂質・能力を育成する。

授業プリント提出

5
「生活産業」のスペシャ
リストになるために

○ ○ 7 授業プリント提出

評価の観点 配当
時数

主な評価方法

4
私たちの生活と
「生活産業」

○ ○ ○ 7

１学期期末考査
・生活産業に関する時事問題について関心を持ち、調べてまとめ、発表でき
る

7
ホームプロジェクト
（調査・研究）

・自分の生活の中から課題を見つけ、調査や改善点の研究、調理や作品製作
等の実践を行い、レポートにまとめることができる

○ ○ 5
スライド作成
プレゼンテー

ション

6
「生活産業」に関する

時事問題
○ ○ ○ 7

　　　　　調査、実践、レポートまとめ
　　　　　発表、相互評価

授業プリント提出

10 衣生活関連分野の産業と職業 ○ ○ ○ 7 作品提出

○ 3 授業プリント提出

9

　生活関連分野の
産業と職業

食生活の変化と生活産業のかかわり ○ ○ 7

7 ２学期期末考査

12 ヒューマンサービス関連分野の産業と職業 ○

8

3

1 生活支援 災害時における生活支援 ○ ○

・職業生活全般について考え、生涯の生活設計をイメージすることができる

3

1

2

生活に対応した商品・
サービスの提供

○ ○

11 住生活関連分野の産業と職業 ○ ○

○

○ 6 授業プリント提出

2

職業生活と自己実現 ○ ○ ○ 8 ３学期期末考査

6 授業プリント提出

70

評価項目・対象 講義 演習 実験・実習 定期考査
実技テス

ト・

ノート・

レポート
課題・作品

発言・プレ

ゼン
検定・資格 観点別合計

Ⅰ　知識・技能 20 20 50 10 100%

100%

評価の重点

①生活産業に関する知識の理解と技術習得の程度

②講義や実習に取り組む意欲・態度

③調査研究についての考察やまとめ方、整理の程度

30 30 100%

Ⅲ主体的に学習に取り組む態度 20 20 30

Ⅱ　思考・判断・表現 20 20

30



（注）評価の観点は、Ⅰ「知識・技術」Ⅱ「思考・判断・表現」Ⅲ「主体的に学習に取り組む態度」を示す。

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

【観点別評価】

100 10

20 30 100

20 30 30

その他

30

観点別合計 評価の比重

20 20 100 70

20

令和6年度　　「  社会福祉基礎  」学習指導計画
学科 履修学年 1 必修　　生活福祉科

4

配当
時数

主な評価方法

教科 科目名福祉 社会福祉基礎 単位数 時数2 70

〇 〇

教科書名（発行所） 社会福祉基礎（実教出版）

内容のまとまり

副教材（発行所）

6

7

8

9

10

11

5 社会福祉の理念
・福祉の基礎となる理念について理解する。
・日本国憲法の人権規定と社会福祉との関わりを学ぶ。
・地域社会と社会福祉との関わりについて理解する。

人間の尊厳と
新たな福祉社会の創造

・基本的価値としての人間の尊厳について理解しよう。
・自立生活支援の考え方と今後の展望について理解しよう。
・自立生活支援の考え方と今後の展望について理解しよう。
・新たな福祉社会と求められる担い手や活動について理解する。

社会福祉の理念と意義

諸外国における社会福祉

7

7

〇

〇 〇 〇

生活と福祉

20

20

単元
（実習項目）

単元の目標
（具体的目標）

評価の観点

2

目標

①　社会福祉の理念と意義を理解し、社会構造やライフスタイルの変化をふまえた新しい福祉社会を実践する態度を身に着ける。

②　社会福祉の歴史を理解し、現代社会における社会福祉の意義や役割を考える力を身に付ける。

③　対人援助の技術や多様な社会的支援について理解し、社会福祉に関する諸課題を主体的に解決する力を身に付ける。

学
期

月

1

小テスト考査

60

実習 実技テスト レポート 課題・作品
発表

プレゼン
グループ
ワーク

授業の姿
勢

・定期考査
・レポート
・プレゼン
・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

7

・定期考査
・レポート
・課題・作品
・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

・定期考査
・レポート
・課題・作品
・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

評価の重点
①社会福祉の実践において必要な知識について体系的・系統的に理解しているとともに、関連する技術を身に付けているか。
②社会福祉の展開に関する諸問題を発見し、援助者としての倫理観をふまえて、合理的かつ創造的に解決をする力を身に付けているか。
③健全で持続的な社会を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付けているか。

評価項目・対象 身だしなみ

70

〇 〇 〇

3

3

12

1

2

Ⅰ　知識・技能

Ⅱ　思考・判断・表現

Ⅲ　主体的に学習に取り組む態度

7

〇 〇 〇

・日本の人口の推移とそれに伴う社会福祉の課題について理解す
る。
・産業構造の変化や地域社会の変化について理解する。
・家族の多様化と働き方の変化について理解する。
・疾病構造の変化が医療に及ぼす影響と健康増進の取り組みを知
る。

子ども家庭福祉

生活を支える社会福祉
・社会保障制度

・社会福祉の歴史の流れを理解する。
・イギリスの福祉国家の誕生の流れを理解する。
・イギリスの福祉国家の危機と改革の歴史を理解する。
・アメリカの社会福祉の歴史と特徴を理解する。
・北欧の社会福祉の歴史と理念について理解する。
・ドイツとフランスの社会保障の歴史を理解する。
・アジア諸国の社会福祉の歴史と課題について理解する。

社会福祉の歴史と
次世代の展望

子ども家庭福祉

社会保障制度の意義と役割
・社会保障制度の基本的な考え方、各制度の内容について理解す
る。
・社会保障制度を推進する機関とその役割について理解する。

4

3〇 〇 〇

日本における社会複福祉

・慈善事業や社会事業が生まれた社会背景について理解する。
・第二次世界大戦が後の社会保障の基礎を作った経緯を理解す
る。
・戦後の社会福祉制度の構築の過程と理念について理解する。
・国民年金と皆保険の成立、福祉六法体制確立の背景を理解す
る。
・在宅福祉の充実をめざす福祉改革の背景を理解する。
・子どもおよび家庭への支援施策の拡充の歩みを理解する。
・障害者施策の拡充の歩みを理解する。
・近年の福祉の大きな変化と今後の福祉社会のあり方を考える。

〇 7

高齢者福祉と介護保険制度

〇 5

・日本の高齢化の実態と課題について理解する。
・介護保険制度の目的と内容について理解する。
・介護保険制度の見直しの内容とその背景について理解する。
・高齢者の在宅サービス（福祉系・医療系）の概要を理解する。
・介護保険制度における地域密着サービスや施設サービスの概要
を理解する。
・老人福祉施設と高齢者向け住宅について理解する。
・認知症高齢者の特徴とその支援策について理解する。
・高齢者福祉の課題と今後の方向性について理解する。

3

6

・戦後の児童福祉法から、現代社会の子育て支援までの推移を知
る。
・児童相談所と市町村の役割と機能、地域社会の関わりを理解す

〇 〇

〇

・保育所の歴史と現代の保育所の課題について理解する。
・不登校や非行の傾向とその対応策について理解する。
・子どもの貧困、社会的擁護や児童虐待について理解する。
・障害のある子どものための法律と福祉サービスについて理解す
る。
・子どもの権利条約の内容と社会への影響について理解する。

〇 〇 〇

14



（注）評価の観点は、Ⅰ「知識・技術」Ⅱ「思考・判断・表現」Ⅲ「主体的に学習に取り組む態度」を示す。

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

【観点別評価】

・学習レポー
ト、ノート

・ワークシート

・編末問題

・小テスト

・定期考査

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

・学習レポー
ト、ノート

・ワークシート

・編末問題

・小テスト

・定期考査

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

○

○

14

14

１．介護サービスの利用方
法

２．介護サービスの場の特
性（在宅）
３．居宅介護サービス

４．地域密着型サービス

・介護保険制度の目的を理解し、ケアマネジメント業務や利用で
きるサービスを学ぶ。
・介護保険制度における居宅サービスの役割や特徴を理解した上
で、在宅介護をとりまく課題を学ぶ。
・福祉系や医療系の居宅介護サービスの種類や利用者や家族の意
向に沿ったサービスの選択を学ぶ。
・地域密着型サービスの役割や種類を理解し、地域との交流や介
護予防の観点をふまえたサービスのあり方を学ぶ。

第3編
介護を必要とする人の理
解と支援

第4章
介護を必要とする人の生
活を支える支援

１．観察

２．コミュニケーション

３．介護技術の基本

４．居住環境の整備

５．移動の支援(1)

６．移動の支援(2)

７．食事の支援

9．身じたくの支援

・介護が必要な人たちの自立した生活を目指して観察することの
意義を理解し、場面に応じた観察するべきポイントを学ぶ。
・コミュニケーションの種類や方法、目的を理解し、信頼関係の
構築に必要な基本的態度や他の職種との連携を考察する。
・介護者や利用者の双方のためにボディメカニクスを生かすこと
を理解し、より効果的に行うための方法について学ぶ。
・利用者の自立した生活ために安全な環境づくりの方法を学ぶ。

・移動することについての意義や目的を理解し、日常生活との関
連や具体的な支援の方法を学ぶ。

・食事の意義や目的を理解し、食べることの楽しみをふまえつ
つ、安全な食事支援を考察する。
・身じたくを整えることについての意義や目的を理解し、状態に
応じた安全な着脱の支援を学ぶ。

第3編
介護を必要とする人の理
解と支援

第5章
介護福祉サービスの概要

評価の重点
①介護に必要な知識や意義、役割について体系的・系統的に理解しているとともに、関連する介護技術を身に付けている。
②介護に関する諸問題を発見し、介護者としての倫理観をふまえて、合理的かつ創造的に解決をする力を身に付けている。
③より良い介護を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。

評価項目・対象 身だしなみ

70

3

3

第2章
高齢者の生活と支援

12

1

2

Ⅰ　知識・技能

Ⅱ　思考・判断・表現

Ⅲ　主体的に学習に取り組む態度

・学習レポー
ト、ノート

・ワークシート

・編末問題

・小テスト

・定期考査

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

○ ○ 10

３．高齢者の生活支援 ・認知症の原因となる疾患と心身の変化や心理状態を理解し，認
知症の人を中心にすえた生活支援を行うための基礎知識を学ぶ。

・認知症の具体的な診断方法について理解し，生活に即した診療
を行っていくための医療連携について考察する。

・認知症の医学的・心理的側面から認知症の原因となる疾患と生
活支援を行うための根拠を学ぶ。

・認知症の治療の目的と薬物療法について学ぶ。

2

目標

①　介護を必要とする人の尊厳の保持や自立支援など介護を行う上での基本的な考え方を習得させる。

②　介護の現代的意義や役割について考えさせ、介護を取り巻く状況や介護福祉サービスの確立や様々な社会的対応について理解させる。

③　介護を必要とする人に対して自立支援の観点に基づき、自己実現が達成されるよう適切な介護福祉サービスを提供できる能力と態度を育成
する。

学
期

月

1

小テスト

20

考査

60

実習 実技テスト レポート 課題・作品
発表
プレゼン

１．自立を支援する専門職

２．個別性を尊重した自立
のための支援

グループ
ワーク

授業の姿
勢

その他

20 20

観点別合計

副教材（発行所）

6

7

8

9

10

11

5

オリエンテーション

第1編
介護の意義と役割

第1章
尊厳を支える介護

第2章
自立に向けた支援

18○○ ○

14○○○

○

○

・基本的人権の尊重の実現を目指した介護の意義や役割を理解
し、生活の質を高める介護について考察する。
・利用者主体の介護の実現のため、自己決定の重要性を理解し、
自己決定に向けた支援について考察する。
・高齢者虐待の種類や防止策について理解し、高齢者虐待が起こ
る背景について考察する。
・障害者の権利擁護に関する条約や障害者虐待の背景について考
察する。

・介護分野における自立のあり方について理解し、その本質や介
護従事者としての関わり方を考察する。
・基本的人権の尊重を意識しながら、ICFモデルへの改訂が行われ
た背景を理解し、利用者のQOLを高める方法や虐待防止策につい
て考察する。

１．介護の意義、役割、尊
厳を支える介護
２．利用者主体の介護サー
ビス
３．介護を必要とする高齢
者の人権と尊厳
４．介護を必要とする障害
者の人権と尊厳

令和６年度　　「  介護福祉基礎   」学習指導計画
学科 履修学年 1 必修　　生活福祉科

4

配当
時数

主な評価方法

教科 科目名　　福祉 介護福祉基礎 単位数 時数2 70

教科書名（発行所） 介護福祉基礎・こころとからだの理解（実教出版）

内容のまとまり
単元

（実習項目）
単元の目標

（具体的目標）

評価の観点

評価の比重

20 100 70

20

20 30 20 30 100 10

20 20 20 100



（注）評価の観点は、Ⅰ「知識・技術」Ⅱ「思考・判断・表現」Ⅲ「主体的に学習に取り組む態度」を示す。

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

【観点別評価】

２居住環境の整備
ベッドメイキング

サービス利用者の状態や状況に応じた、安全で快適な居住環境の
整備について理解するとともに関連する技術を身に付ける。

課題事例に対する取組を行う中で、様々な介護場面において、適
切かつ安全に支援できる知識や技術を身に付ける。

・コンテスト

・実習レポート

・身だしなみ

・授業に対する
主体的、協働的
な取り組み

5

10

・実習レポート

・実技テスト

・身だしなみ

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

・実習レポート

・実技テスト

・身だしなみ

・授業に対する
主体的、協働的
な取り組み

サービス利用者の状態や状況に応じた、安全・安楽な移動を支援
する知識や技術を身に付ける。

○ ○ 16

７介護技術コンテスト

○

評価の重点
①サービス利用者の状態や状況に応じた、安全・安楽な支援のための知識や技術が身に付いているか
②「安全・安楽」「個人の尊厳」など、サービス利用者の課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力が身に付いているか。
③主体的かつ協働的に学ぶことができているか。支援者としてふさわしい身だしなみを常に整えることができているか。

評価項目・対象 身だしなみ

70

3

3

第2編
自立に向けた生活支援

12

1

2

Ⅰ　知識・技能

Ⅱ　思考・判断・表現

Ⅲ　主体的に学習に取り組む態度

第2編
自立に向けた生活支援

第3章
身じたくの支援

第4章
移動の支援

第5章
食事の支援

○ ○

単元
（実習項目）

単元の目標
（具体的目標）

評価の観点

小テスト考査 実習 実技テスト レポート 課題・作品
発表

プレゼン
グループ
ワーク

授業の姿
勢

その他

○
３移動の支援
車いすの介助

2

目標

①　自立生活の支援について体系的・系統的に理解しているとともに、関連する技術を身に付けている。

②　自立生活の支援の展開に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を身に付け
ている。

③　健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学び、自立生活の適切な支援に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。

学
期

月

副教材（発行所） 生活支援技術Ⅰ・生活支援技術Ⅱ（中央法規）

○ ○ ○

6

7

8

9

10

11

5

1

オリエンテーション

第2編
自立に向けた生活支援

第4章
移動の支援

第8章
睡眠・休養の支援

６移動の支援
上方移動
水平移動

仰臥位から側臥位
仰臥位から端座位
端座位から立位
杖歩行の支援

１介護技術の基本
ボディメカニクス

サービス利用者の状態や状況に応じた、安全・安楽で潜在的能力
を引き出すための介護技術の基本について、関節可動域やボディ
メカニクスを活用する意義を理解し、関連する技術を身に付け
る。

5
サービス利用者の状態や状況に応じた、安全・安楽な移動を支援
する知識や技術を身に付ける。

令和６年度　　「生活支援技術」学習指導計画
学科 履修学年 1 必修　　生活福祉科

4

配当
時数

主な評価方法

教科 科目名福祉 生活支援技術 単位数 時数2 70

〇 ○

教科書名（発行所） 生活支援技術（実教出版）

内容のまとまり

100 20

評価の比重

40 100 50

観点別合計

10

30 30 40

10050 30

4食事の支援

サービス利用者の状態や状況に応じた、安全で楽しい食事の支援
について理解する。食事の意義や目的、食べる意欲を支える支援

方法を身に付ける。
○○ 6

サービス利用者の状態や状況に応じた、安全・安楽な身じたくの
支援について理解する。衣服の着脱の意義や目的、身じたくへの
意欲や装いの楽しみ、その人らしさの表現としての身だしなみの
支援について、知識や技術を身に付ける。

5身じたくの支援
前開き上衣の着脱
かぶり上衣の着脱
ズボンの着脱

10○○○

20

60

20

18



（注）評価の観点は、Ⅰ「知識・技術」Ⅱ「思考・判断・表現」Ⅲ「主体的に学習に取り組む態度」を示す。

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

【観点別評価】

40 10 100 40

20 20 20 20 10 10 100 40

観点別合計 評価の比重

30 20 100 20

令和６年度　　「　介護総合演習　」学習指導計画
学科 履修学年 1 必修　　生活福祉科

4

配当
時数

主な評価方法

教科 科目名　　福祉 介護総合演習 単位数 時数1 35

〇

教科書名（発行所）

内容のまとまり

副教材（発行所）

6

7

8

9

10

11

5

・利用者の心身の状態に合わせたレクリエーションの計画手法を
学ぶ。

6レクリエーション計画の
作成

施設実習に向けた学習

〇

施設実習に向けた学習

3

3

考査

単元
（実習項目）

単元の目標
（具体的目標）

評価の観点

2

目標

①地域福祉や福祉社会について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につけるようにする。

②地域福祉や福祉社会に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ、解決策を探求し、科学的な根拠に基づいて創造的に解決す
る力を養う。

③健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学び、地域福祉や福祉社会の創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

学
期

月

1

実習

50

実技テスト レポート 課題・作品
発表
プレゼン

グループ
ワーク

授業の姿
勢

その他

30 20

10福祉に関わる
専門職
（発表）

11学習のまとめ

・福祉に関わる専門職の資格とその専門性、キャリア形成のあり
方について調べる。

評価の重点
①サービス利用者や施設の社会的役割について理解するとともに、福祉施設で求められる基本的な支援を実践する知識や技術が身についているか。
②地域福祉や福祉社会に関する課題を解決するために必要な、援助者としての倫理観と、合理的かつ創造的に解決する能力が身についているか。
③主体的かつ協働的に学ぶことができているか。援助者としてふさわしい接遇マナーが身についているか。

評価項目・対象 身だしなみ

35

○

3

3

施設実習のまとめ

12

1

2

Ⅰ　知識・技能

Ⅱ　思考・判断・表現

Ⅲ　主体的に学習に取り組む態度

3

小テスト

3

3

３実習への課題設定
・実習の目標を設定するとともに、実習評価について理解するこ
とより、主体的に介護実習に取り組む姿勢を身につける。

・レポート

・発表プレゼン

・身だしなみ

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

3

・レポート

・実習に関する
課題

・身だしなみ

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

・レポート

・実習に関する
課題（実習記
録）

・身だしなみ

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

○

〇 〇

〇 〇

〇 ○

〇 〇 ○

〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

・介護従事者として人間形成に必要なコミュニケーションの意味
と役割について理解する。
・利用者の尊厳を守り、信頼関係を気づくための接遇マナーを身
に着ける。

・認知症および認知症の人を理解し、コミュニケーションに必要
な知識を身つける。
・利用者支援に必要な個別レクリエーションや集団レクリエー
ションは持つ意味を理解する。

・介護の場における基本的な介護技術を実践し、習得する。
・実践を通じ、自立生活支援のために介護が提供されていること
を理解する。
・実践を通じ、利用者の状況や心身の状態に応じたコミュニケー
ションの技法を習得する。

・自らの体験を振り返り、自己の実践上の課題等を再認識するこ
とで、今後の学習に生かしていく主体性を身につける。
・実習での学びを仲間と共有することで、福祉の多様性について
考察する。

〇

1

○ 〇 ○ 4

１施設実習
オリエンテーション①
（高齢者施設を知る）

２施設実習
オリエンテーション②
（実習記録の記入方法）

・施設実習の意義と目的を理解するとともに、実習の内容や実習
期間を把握する。
・実習施設（高齢者施設）の概要や、施設における介護職員の主
な業務内容について理解する。

・客観的な記録により利用者理解につながることを理解するとと
もに、適切な記録の書き方を学ぶ。
・個人情報の保護の重要性について理解する。

4施設実習
事前準備①

（コミュニケーション、
接遇マナー）

5施設実習
事前準備②

（認知症に関する学習、
レクリエーション）

７施設実習

８実習報告会

9福祉に関わる
専門職
（調査）

・福祉に関わる専門職について調べた内容を仲間と共有すること
で、より良い支援のために必要な多職種連携について考察する。

・一年間の学習成果をレポートにまとめる。

3

4

2

3

○

〇



（注）評価の観点は、Ⅰ「知識・技術」Ⅱ「思考・判断・表現」Ⅲ「主体的に学習に取り組む態度」を示す。

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

【観点別評価】

評価の重点
①社会福祉の実践において必要な知識について体系的・系統的に理解しているとともに、関連する技術を身に付けているか。
②社会福祉の展開に関する諸問題を発見し、援助者としての倫理観をふまえて、合理的かつ創造的に解決をする力を身に付けているか。
③健全で持続的な社会を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付けているか。

評価項目・対象 身だしなみ

35

3

3

12

1

2

Ⅰ　知識・技能

Ⅱ　思考・判断・表現

Ⅲ　主体的に学習に取り組む態度

20

20

小テスト

2

目標

①　社会福祉の理念と意義を理解し、社会構造やライフスタイルの変化をふまえた新しい福祉社会を実践する態度を身に着ける。

②　社会福祉の歴史を理解し、現代社会における社会福祉の意義や役割を考える力を身に付ける。

③　対人援助の技術や多様な社会的支援について理解し、社会福祉に関する諸課題を主体的に解決する力を身に付ける。

学
期

月

1

6

7

8

・定期考査
・レポート
・課題・作品
・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

・定期考査
・レポート
・課題・作品
・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

9

10

11

5

授業の姿
勢

その他考査 実習

高齢者福祉と介護保険制度 ・高齢者福祉の課題と今後の方向性について理解する。

令和６年度　　「  社会福祉基礎  」学習指導計画
学科 履修学年 2 必修　　生活福祉科

4

配当
時数

主な評価方法

教科 科目名福祉 社会福祉基礎 単位数 時数

単元
（実習項目）

単元の目標
（具体的目標）

1 35

教科書名（発行所） 社会福祉基礎（実教出版）

内容のまとまり
評価の観点

副教材（発行所）

30

観点別合計 評価の比重

20 20 100 70

20

実技テスト レポート 課題・作品
発表

プレゼン
グループ
ワーク

生活を支える社会福祉
・社会保障制度

10

20 30 100

20 30 30

生活を支える社会福祉
・社会保障制度

障害者福祉

・障害者基本法における障害者の定義を理解する。
・障害者の生活に関して、社会モデルを用いたICFについて理解する。
・日本における障害者数を把握し、表や図から障害者の生活における課
題について理解する。
・障害者福祉の理念として、ノーマライゼーションの理念や自立生活運
動の理念を理解する。
・障害者福祉政策の基軸である障害者総合支援法、障害者の雇用の促進
等に関する法律について理解する。
・身体障害者福祉政策の基軸である身体障害者福祉法について理解す
る。
・知的障害者に対する制度上の支援の仕組みや現状を理解する。
・精神障害者に対する制度上の支援の仕組みや現状を理解する。
・発達障害者支援法を中心とした発達障害者に対する支援体制を理解す
る。
・障害者総合支援法のしくみや現状を理解する。
・障害者福祉の今後のあり方について国連や条約の動きを理解する。

〇 〇 〇 7

100

60

・定期考査
・レポート
・プレゼン
・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

8

・日本の高齢化の実態と課題について理解する。
・介護保険制度の目的と内容について理解する。
・介護保険制度の見直しの内容とその背景について理解する。
・高齢者の在宅サービス（福祉系・医療系）の概要を理解する。
・介護保険制度における地域密着サービスや施設サービスの概要
を理解する。
・老人福祉施設と高齢者向け住宅について理解する。
・認知症高齢者の特徴とその支援策について理解する。

高齢者福祉と介護保険制度

・戦後の児童福祉法から、現代社会の子育て支援までの推移を知
る。
・児童相談所と市町村の役割と機能、地域社会の関わりを理解す
る。
・保育所の歴史と現代の保育所の課題について理解する。
・不登校や非行の傾向とその対応策について理解する。
・子どもの貧困、社会的擁護や児童虐待について理解する。
・障害のある子どものための法律と福祉サービスについて理解す
る。
・子どもの権利条約の内容と社会への影響について理解する。

子ども家庭福祉 6〇 〇 〇

〇 〇 〇

2〇〇〇

国民の生活を支える社会保
険制度

・役割や特徴、そのしくみを理解する。
・我が国の医療保険制度の概要を理解する。
・我が国の高齢者医療制度や医療提供体制のしくみについて理解
する。
・公的年金制度の概要、財政、管理組織について理解する。
・公的年金の種類、年金額の改定のしくみ、企業年金について理
解する。
・雇用保険、失業等への対応、育児・介護休業制度、労働者災害
補償保険のしくみについて理解する。

・生活保護制度の目的と役割、基本原理、基本原則を理解する。
・生活保護制度の保護の種類及び基準を理解する。
・生活保護制度の実施運営体制を理解する。
・新しい法律である生活困窮者自立支援法や生活福祉資金貸付制
度などの支援施策を理解する。

生活支援のための公的扶助 6

6〇 〇 〇

〇 〇 〇



（注）評価の観点は、Ⅰ「知識・技術」Ⅱ「思考・判断・表現」Ⅲ「主体的に学習に取り組む態度」を示す。

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

【観点別評価】

評価の重点
①介護に必要な知識や意義、役割について体系的・系統的に理解しているとともに、関連する介護技術を身に付けている。
②介護に関する諸問題を発見し、介護者としての倫理観をふまえて、合理的かつ創造的に解決をする力を身に付けている。
③より良い介護を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。

評価項目・対象 身だしなみ

70

3

3

12

1

2

Ⅰ　知識・技能

Ⅱ　思考・判断・表現

Ⅲ　主体的に学習に取り組む態度

20

20 30 20 30 100

2

授業の姿
勢

その他

20 20

観点別合計 評価の比重

20 100 70

・学習レポー
ト、ノート

・ワークシート

・編末問題

・小テスト

・定期考査

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

〇 〇 6

第4章
介護を必要とする人の生
活を支える支援

・学習レポー
ト、ノート

・ワークシート

・編末問題

・小テスト

・定期考査

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

○

○

・戦前・戦後の家族のあり方や少子高齢社会への変化など、介護
保険法制度が始まった社会の背景について学ぶ。
・介護福祉士を中心とした介護の専門職に関する法律について、
その定義や資格取得方法を学ぶ。
・介護にあたる人材の確保のため、労働環境の整備や専門性の整
理が急務であることを学び、EPAに基づく多様な人材との協働を
考察する。
・介護従事者がキャリアアップをしていくための具体的な方策に
ついて理解し、自己研鑽の必要性について考察する。

・求められる介護福祉士像や利用者にとってより良い介護の場を
実現するために多様な職種が関わることの必要性について学ぶ。
・在宅における介護実践のため、その特性を理解した上で、住み
慣れた暮らしの維持の方法や家族への支援の方法を学ぶ。
・施設における介護の特性、在宅との介護の違いや施設種別につ
いて理解し、専門職として施設介護への関わり方を学ぶ。
・介護従事者に必要な専門的知識や技術・倫理的自覚について学
び、その要素や実践について考察する。

１．介護の歴史と現状
２．介護福祉士の養成
３．介護人材の確保と定着
４．介護従事者のキャリア
アップ
５．介護従事者の社会的地
位の向上

○

○ ○

14

副教材（発行所）

第３編 介護を必要とす
る人の理解と支援
第５章
介護福祉サービスの概要

７．障害者支援サービス
８．障害者支援サービスの
実際

・障害者総合支援法の概要を理解し、利用の流れや給付の内容を
学ぶ。
・障害者雇用促進法をとおして障害者の雇用について理解し、対
象者や具体的な支援を考察する。

課題・作品
発表
プレゼン

１．介護の役割、介護福祉
士の専門性
３．在宅介護従事者の役割
４．施設介護従事者の役割

１．専門職の倫理
２．専門職としての基本姿
勢
３．プライバシーの保護

・排せつの意義や目的を理解し、利用者の状態に応じた安全な排
せつ行為の支援を考察する。
・清潔を保つことについての意義や目的を理解し、状態に応じた
安全な入浴の支援を学ぶ。

○ 14

１．介護を必要とする人の
生活環境
２．介護を必要とする人の
背景と生活環境

・自立した暮らし方のためにバリアフリーやユニバーサルデザイ
ンを学ぶ。
・一人ひとりの生活歴があることを意識し、その上で本人にとっ
て暮らしやすい環境づくりに必要な支援を考察する。

１．高齢者の活動
２．高齢者をとりまく環境
の考え方
３．高齢者の生活支援

・高齢者がどのような時に生きがいを感じるのか理解し、健康で
いきいきと社会参加できるような仕組みを考察する。
・高齢者の心身機能の変化、社会的な孤立などの高齢者の環境の
変化を学ぶ。

グループ
ワーク

14

小テスト

・学習レポー
ト、ノート

・ワークシート

・編末問題

・小テスト

・定期考査

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

○ ○ 10

5

オリエンテーション

第２編
介護福祉の担い手
第1章
介護従事者をとりまく状
況

第2章
介護従事者の役割と介護
福祉士

第３章
介護従事者の倫理

第３編 介護を必要とす
る人の理解と支援
第１章
介護を必要とする人と生
活環境

第２章
高齢者の生活と支援

第５章
介護福祉サービスの概要

20

考査

60

８．排せつの支援
１０．入浴の支援
１１．睡眠・休養の支援

目標

①　介護を必要とする人の尊厳の保持や自立支援など介護を行う上での基本的な考え方を習得させる。

②　介護の現代的意義や役割について考えさせ、介護を取り巻く状況や介護福祉サービスの確立や様々な社会的対応について理解させる。

③　介護を必要とする人に対して自立支援の観点に基づき、自己実現が達成されるよう適切な介護福祉サービスを提供できる能力と態度を育成
する。

学
期

月

1

第6章
〔発展〕介護過程

１．介護過程の意義

２．アセスメント

３．介護計画の立案・実
施・評価

・介護過程の意味やその必要性を理解し、よりよい生活を送るた
めに必要な介護過程の展開を考察する。

・介護過程におけるアセスメントの位置づけを理解し、得られた
情報から生活課題を明らかにしていく方法を考察する。

アセスメントから得られた情報をもとに展開する流れを理解し、
事例を通して適切な計画の展開方法を考察する。

〇 〇 6

〇 〇 6

○ ○

6

7

8

9

10

11

令和６年度　　「  介護福祉基礎   」学習指導計画
学科 履修学年 2 必修　　生活福祉科

4

配当
時数

主な評価方法

教科 科目名　　福祉 介護福祉基礎 単位数 時数2 70

教科書名（発行所） 介護福祉基礎（実教出版）

内容のまとまり
単元

（実習項目）
単元の目標

（具体的目標）

評価の観点

５．介護サービスの場の特
性（施設）
６．施設サービス

・介護保険制度における施設サービスの役割や特徴を理解した上
で、施設介護をとりまく課題を学ぶ。
・老人福祉法・介護保険法にもとづいた施設サービスの種類と内
容について理解し、利用者や家族の意向に沿ったサービスの選択
を考察する。

10

20 20 20 100

実習 実技テスト レポート



（注）評価の観点は、Ⅰ「知識・技術」Ⅱ「思考・判断・表現」Ⅲ「主体的に学習に取り組む態度」を示す。

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

【観点別評価】

40

・レポート
・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

１オリエンテーション

２コミュニケーションの
基本技術

100 30

20 30 10 100

20 10 10 20 10 20 10

観点別合計 評価の比重

40 40 10 100 30

グループ
ワーク

授業の姿
勢

その他

令和6年度　　「  コミュニケーション技術  」学習指導計画
学科 履修学年 2 必修　　生活福祉科

4

配当
時数

主な評価方法

教科 科目名福祉 コミュニケーション技術 単位数 時数2 70

〇 ○

教科書名（発行所） コミュニケーション技術（実教出版）

内容のまとまり

副教材（発行所）

6

7

8

9

10

11

5 コミュニケーションとは
・コミュニケーションの特性と効果的なコミュニケーションの技
法について理解する。

言語的・非言語的コミュニ
ケーション

・言語的コミュニケーションと非言語的コミュニケーションの特
徴を学び、対人援助におけるコミュニケーションについて考察す
る。

7

7

○

〇 〇

単元
（実習項目）

単元の目標
（具体的目標）

評価の観点

考査 実習

10

実技テスト レポート 課題・作品
発表

プレゼン

3010

2

目標

①　福祉実践におけるコミュニケーションの意義と役割を理解し、コミュニケーションの基本技術、サービス利用者や家族とのコミュニケー
ション方法を身に付けるようにする。
②　実践的・体験的な学習活動を通し、コミュニケーションに関する諸課題について発見し、解決する力を養う。
③　福祉実践におけるチームのコミュニケーション構築のために必要な資質・能力を育成する。

学
期

月

1

人間の理解と人間関係

○ ○

・レポート
・課題・作品
・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

施設実習（保育）
実習まとめ

・子どもの発達について学び、年齢に合わせたコミュニケーショ
ンのとり方を実践を通し習得する。

〇 〇

４サービス利用者とのコ
ミュニケーション①

３チームによる連携

評価の重点

①福祉実践におけるコミュニケーションと関連させながら体系的・系統的に理解するとともに，実践的・体験的な学習活動を通して関連す
る技術を身につけているか。
②介護者としての倫理観をふまえて，科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を身につけているか。
③福祉の見方・考え方を働かせ、適切な対人援助に主体的かつ協働的に取り組む態度を身につけているか。

評価項目・対象 身だしなみ

70

〇 〇 〇

3

3

12

1

2

Ⅰ　知識・技能

Ⅱ　思考・判断・表現

Ⅲ　主体的に学習に取り組む態度

7

○ 〇

小テスト

6

〇障害とコミュニケーション

・知的障害のある人に対する意思決定支援や具体的なコミュニ
ケーションの方法について学び、知的障害のある人の家族への支
援について考察する。

・精神障害のある人との症状に合わせたコミュニケーションの方
法について考察する。

○ 5

・人間関係におけるコミュニケーションの意義と役割を理解し、他
者理解や自己理解を深める。

3〇

〇 7

7

６サービス利用者とのコ
ミュニケーション③

まとめ

情報の共有化

・レポート
・課題・作品
・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

・レポート
・プレゼン
・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

7〇 〇 ○

・情報の共有化の意義と目的を学び、正しい情報共有の方法につ
いて考察する。
・介護現場でのICT機器の活用について考察する。

・実践を通じ、利用者の状況や心身の状態に応じたコミュニケー
ションの技法を習得する。
・コミュニケーション実践を通して対応方法を考え、よりよい実
践を目指すことができる。
・円滑な連携、質の高いチームケア実践のために必要なコミュニ
ケーションのあり方について理解する。

施設実習（高齢）
実習まとめ

6

6

2

○○ 〇

５サービス利用者とのコ
ミュニケーション②

５サービス利用者とのコ
ミュニケーション②

障害とコミュニケーション

○

・さまざまな対象者とのコミュニケーション事例（児童・高齢・
障害）を通して対応方法を考え、よりよい実践について考察す
る。

〇



（注）評価の観点は、Ⅰ「知識・技術」Ⅱ「思考・判断・表現」Ⅲ「主体的に学習に取り組む態度」を示す。

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

【観点別評価】

評価の重点
①サービス利用者の状態や状況に応じた、安全・安楽な支援のための知識や技術が身に付いているか
②「安全・安楽」「個人の尊厳」など、サービス利用者の課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力が身に付いているか。
③主体的かつ協働的に学ぶことができているか。支援者としてふさわしい身だしなみを常に整えることができているか。

評価項目・対象 身だしなみ

70

3

3

12

1

2

Ⅰ　知識・技能

Ⅱ　思考・判断・表現

Ⅲ　主体的に学習に取り組む態度

・実習レポート

・実技テスト

・身だしなみ

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

2

9

10

11

100

10050

観点別合計 評価の比重

20 20

月

副教材（発行所） 生活支援技術Ⅰ・生活支援技術Ⅱ（中央法規）

6

7

8

5

1

１．入浴・清潔保持の意義
と目的

・清潔にする・清潔を保つことの意義や目的，入浴の作用，アセ
スメントの視点を理解し，自立に向けた入浴・清潔保持の支援に
ついて考察する。

単元
（実習項目）

単元の目標
（具体的目標）

評価の観点

オリエンテーション

第2編
自立に向けた生活支援

第6章
入浴・清潔保持の支援
（清拭・足浴）

２．入浴・清潔保持の支援
の事前準備や留意点

・入浴の一連の流れや汚れやすい部位を理解し、利用者が安全で
安楽な入浴・清潔保持を可能にする準備や留意点の視点を身につ

ける。

第9章
レクリエーションの支援

・実習レポート

・実技テスト

・身だしなみ

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

・実習レポート

・コンテスト

・身だしなみ

・授業に対する
主体的、協働的
な取り組み

２．レクリエーションの支
援の技法

・レクリエーションの支援の技法を理解し，利用者の生活を活性
化させ，生きる意欲を高めるための支援技術を身につける。

１．レクリエーションの意
義と目的

・レクリエーションの意義と目的を理解し，レクリエーションの
支援における介護従事者の役割について考察する。

令和６年度　　「生活支援技術」学習指導計画
学科 履修学年 2 必修　　生活福祉科

4

配当
時数

主な評価方法

教科 科目名　　福祉 生活支援技術 単位数 時数2 70

教科書名（発行所） 生活支援技術（実教出版）

内容のまとまり

目標
①自立生活の支援について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。
②自立生活の支援の展開に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。
③健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学び、自立生活の適切な支援に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

学
期

50

30

100 20

20

グループ
ワーク

授業の姿
勢

その他

30 30 40

60

20 10

〇 〇

小テスト

第6章
入浴・清潔保持の支援
（個浴）

２．入浴・清潔保持の支援
の事前準備や留意点

・入浴の一連の流れや汚れやすい部位を理解し、利用者が安全で
安楽な入浴・清潔保持を可能にする準備や留意点の視点を身につ
ける。

第2編
自立に向けた生活支援

ケアコンテスト
・課題事例に対する取組を行う中で、様々な介護場面において、
適切かつ安全に支援できる知識や技術を身に付ける。

第7章
排泄の支援

１．排泄の意義と目的
・排泄の意義や目的，排泄のしくみ，アセスメントの視点を理解
し，自立に向けた排泄の支援について考察する。

考査 実習 実技テスト レポート 課題・作品
発表

プレゼン

〇 〇 18

第7章
排泄の支援
（ポータブルトイレ・お
むつ）

２．排泄の支援の技法
・排泄の支援の技法を理解し，利用者の心身の状況に応じた安全
で安楽な介護技術を身につける。

〇 〇 10

〇 〇 10

〇 〇 14

14〇 〇 〇

4



（注）評価の観点は、Ⅰ「知識・技術」Ⅱ「思考・判断・表現」Ⅲ「主体的に学習に取り組む態度」を示す。

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

【観点別評価】

令和６年度　　「　介護総合演習　」学習指導計画
学科 　　生活福祉科 学年 2 履修 必修

時数 35

教科書名（発行所） 副教材（発行所）

教科 　　福祉 科目名 介護総合演習 単位数 1

目標

①地域福祉や福祉社会について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につけるようにする。

②地域福祉や福祉社会に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ、解決策を探求し、科学的な根拠に基づいて創造的に解決す
る力を養う。

③健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学び、地域福祉や福祉社会の創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

学
期

月 内容のまとまり
単元

（実習項目）
単元の目標

（具体的目標）

評価の観点 配当
時数

主な評価方法

3

・レポート

・実習に関する
課題

・身だしなみ

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

5 〇 ○ 3

6

4

施設実習に向けた学習

１施設実習＜児童＞
オリエンテーション①
（子育て支援について）

・施設実習の意義と目的を理解するとともに、実習の内容や実習
期間を把握する。
・施設を利用する家庭・子どもへの支援について理解する。

〇

２施設実習準備＜児童＞
（子どもの発達と遊び）

・子どもの発達について学び、年齢に合わせた遊びの計画・準備
を行う。

〇 4

7 ３施設実習＜児童＞
・保育の場における基本的な支援技術を実践し、習得する。
・実践を通じ、子どもの年齢や発達に応じたコミュニケーション
の技法を習得する。

○ 〇 ○ 4

2

8

施設実習に向けた学習

4施設実習＜高齢者＞
事前準備①

・介護従事者として人間形成に必要なコミュニケーションの意味
と役割について理解する。
・利用者の尊厳を守り、信頼関係を気づくための接遇マナーを身
に着ける。

〇

11 〇

○ 3

７施設実習振り返り
・自らの体験を振り返り、自己の実践上の課題等を再認識するこ

とで、今後の学習に生かしていく主体性を身につける。

〇

1

〇 2

・レポート

・実習に関する
課題（実習記
録）

・身だしなみ

・グループワー
ク

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

9
5施設実習＜高齢者＞

事前準備②

・施設見学を行い、利用者の身体状況を理解するとともに、コ
ミュニケーション方法の工夫について理解する。
・認知症および認知症の人を理解し、コミュニケーションに必要
な知識を身つける。

〇 ○

〇 ○ 3

12 〇 〇 ○ 3

3

10 6施設実習＜高齢者＞

・介護の場における基本的な介護技術を実践し、習得する。
・実践を通じ、自立生活支援のために介護が提供されていること
を理解する。
・実践を通じ、利用者の状況や心身の状態に応じたコミュニケー
ションの技法を習得する。

・レポート

・発表プレゼン

・身だしなみ

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

2 〇 〇 〇3

1

施設実習のまとめ

〇

3

3 ９学習のまとめ ・一年間の学習成果をレポートにまとめる。 〇 〇 〇 1

８実習報告会
・実習での学びを仲間と共有することで、福祉の多様性について

考察する。

3

35

評価項目・対象 考査 小テスト 実習 実技テスト レポート 課題・作品
発表
プレゼン

グループ
ワーク

授業の姿
勢

身だしなみ その他 観点別合計 評価の比重

Ⅰ　知識・技能 50

100

100 20

Ⅱ　思考・判断・表現 30 20

30 20

10 10 100 40

評価の重点
①サービス利用者や施設の社会的役割について理解するとともに、福祉施設で求められる基本的な支援を実践する知識や技術が身についているか。
②地域福祉や福祉社会に関する課題を解決するために必要な、援助者としての倫理観と、合理的かつ創造的に解決する能力が身についているか。
③主体的かつ協働的に学ぶことができているか。援助者としてふさわしい接遇マナーが身についているか。

40

Ⅲ　主体的に学習に取り組む態度 20 20 20 20

40 10



（注）評価の観点は、Ⅰ「知識・技術」Ⅱ「思考・判断・表現」Ⅲ「主体的に学習に取り組む態度」を示す。

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

【観点別評価】

6〇〇

10

20 20 20 100

実技テスト レポート

・地域包括支援センターの役割や機能など地域の支援体制を理解
し，関連職種との連携や協働について考察する。
・認知症の人を中心にすえ，本人や家族，地域の力を活かした認
知症ケアについて理解する。

１認知症の人の特徴的な症
状

２．認知症に伴う日常生活
への影響

・認知症が及ぼす心理的影響やBPSDの現れる背景について理解
し，認知的共感について考察する。

・住居などの環境の変化が認知症に与える影響を理解し，認知症
の人の特性をふまえたアセスメントや生活支援について考察す
る。

１．障害のある人の心理

２．障害に伴う機能の変化
と日常生活への影響

・障害が及ぼす心理面への影響や家族も含めた障害の受容過程に
ついて学ぶ。

・障害のある人の特性をふまえたアセスメントと日常生活への影
響について理解し，自立支援に必要なストレングスの視点につい
て考察する。

3〇〇

6〇〇

令和６年度　　「  こころとからだの理解   」学習指導計画
学科 履修学年 2 必修　　生活福祉科

4

配当
時数

主な評価方法

教科 科目名　　福祉 こころとからだの理解 単位数 時数1 35

教科書名（発行所） こころとからだの理解（実教出版）

内容のまとまり
単元

（実習項目）
単元の目標

（具体的目標）

評価の観点

11

実習

第4編
認知症の理解

第3章
認知症に伴う心身の変化
と日常生活

第4章
認知症と地域サポート

第5編
障害の理解

第3章
障害に伴う心身の変化と
日常生活

目標

①　サービス利用者の状況に合った自立生活の支援を行う上で必要なこころとからだの基本的しくみを習得する。

②　発達課題や高齢者の健康について考えさせ，加齢に伴う心身の機能低下や障害が生活に及ぼす影響について理解する。

③　保健医療職など多職種と連携しながら，サービス利用者や家族の心身の状況や環境を考えた介護福祉サービスを提供できる能力と態度を身
に付ける。

学
期

月

1

6

7

8

9

オリエンテーション

第3編
発達と老化の理解

第1章
人間の成長と発達

第2章
老年期の理解と日常生活

第3章
高齢者と健康

5

○

○ ○

7

副教材（発行所）

課題・作品
発表
プレゼン

１．老年期の定義と特徴
２．加齢に伴う心身の変化
の特徴
３．加齢に伴う心身の変化
と日常生活への影響
４．高齢者の心理

１．高齢者の疾病と生活上
の留意点

・高齢者に多い疾病や症状，身体の不調の訴えを理解し，日常生
活上の留意点について考察する。

２．高齢者の健康の維持・
増進
３．保健・医療職との連携

・健康になるための戦略であるヘルスプロモーションや健康と環
境，食生活，基礎的な医薬品とその扱いなどについて学ぶ。
・チームケアの必要性を理解し，チームケアに必要なことがらや
連携のポイントについて考察する。

グループ
ワーク

7

小テスト

・学習レポー
ト、ノート

・ワークシート

・編末問題

・小テスト

・定期考査

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

○ ○ 6

・学習レポー
ト、ノート

・ワークシート

・編末問題

・小テスト

・定期考査

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

○

○

・人間の成長と発達に影響を与える要因について理解し，からだ
の発達には一定の順序性があることを学ぶ。

・主な発達段階について理解し，プロセスを段階に分けることに
より，各段階に応じた支援も行いやすくなることを学ぶ。

・発達課題について理解し，各ライフサイクルにおける特徴と課
題について考察する。

・人間発達論や発達段階，発達課題から老年期を理解し，エイジ
ズムについて考察する。
・恒常性を維持する機能の防衛力，予備力，適応力，回復力の加
齢による心身の変化を学ぶ。
・加齢に伴う心身の変化と日常生活への影響について理解し，交
通安全も含めた高齢者の日常生活を具体的に考察する。
・老性自覚や老年期の身体的，心理的，社会的変化による影響を
理解し，高齢者の幸せについて考察する。

１．発達

２．発達段階

３．発達課題

2

授業の姿
勢

その他

20 20

観点別合計 評価の比重

20 100 70

・学習レポー
ト、ノート

・ワークシート

・編末問題

・小テスト

・定期考査

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

20

考査

60

１．地域におけるサポート
体制
２．家族への支援

10

評価の重点

①自立生活の支援に必要なこころとからだについて体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けている。
②自立生活の支援に必要なこころとからだに関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力
を身に付けている。
③健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学び，こころとからだに基づいた自立生活の支援に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付けてい
る。

評価項目・対象 身だしなみ

35

3

3

12

1

2

Ⅰ　知識・技能

Ⅱ　思考・判断・表現

Ⅲ　主体的に学習に取り組む態度

20

20 30 20 30 100



（注）評価の観点は、Ⅰ「知識・技術」Ⅱ「思考・判断・表現」Ⅲ「主体的に学習に取り組む態度」を示す。

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

【観点別評価】

１.　ICTの利活用の意義
２.　自立生活支援へのICT
の利活用

○

・分かりやすい文章、文章構成の工夫、敬語表現の必要性を理解
する。
・文書作成ソフトウェアの基本操作と編集機能を理解し、身に付
ける。
・ビジネス文書の種類と基本的な構成を理解する。
・ビジネス文書検定3級の知識を理解し、技術を身に付ける。

・福祉サービスにおける情報機器の役割と利用状況について理解
するとともに、関連する技術を身に付ける。

・福祉サービスにおける情報機器についての課題を発見し、職業
人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基づいて創造的に
解決する。

・情報機器や情報通信ネットワークの活用、情報の共有化及び福
祉サービスの質的向上などについて自ら学び、主体的かつ協働的
に取り組む。

１.　福祉分野における情報
活用の意義

２.　福祉サービスにおける
情報機器活用の実際

３.　福祉分野における個人
情報の管理

・情報機器や情報通信ネットワークを利用した福祉サービスの各
分野について理解するとともに、関連する技術を身に付ける。

・福祉サービスの各分野における情報機器や情報通信ネットワー
クについての課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ
科学的な根拠に基づいて創造的に解決する。

・福祉サービスの各分野における情報機器や情報通信ネットワー
クの活用について自ら学び、主体的かつ協働的に取り組む。

・単元ごとの
　課題、演習

・授業に取り組
　む姿勢、意
欲、

・定期考査結果

・検定学習に取
　り組む姿勢、
　意欲

○ ○ ○ 14

○ ○ 18

評価の重点
①授業や演習、検定に取り組む意欲・態度
②定期テストの結果と提出課題

評価項目・対象 身だしなみ

70

3

3

第７章
ICTを活用した自立生活
支援

12

1

2

Ⅰ　知識・技能

Ⅱ　思考・判断・表現

Ⅲ　主体的に学習に取り組む態度

評価の比重

60

30

20 20 30 30

第６章
情報の処理・分析・発信

第３章
福祉分野における情報活
用

○ ○ 10

50

2

11

グループ
ワーク

授業の姿
勢

その他 観点別合計

10 100

目標

①　情報及び福祉分野における情報の活用について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を習得する。

②　情報及び福祉分野における情報の活用に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基づいて創造的に解決す
る力を身に付ける。

③　健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学び、情報及び福祉分野における情報の活用に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付ける。

学
期

月

1

小テスト

20

考査

70

実習 実技テスト レポート 課題・作品
発表

プレゼン

１.　日本語ワードプロセッ
サの利用

２.　表計算ソフトの利用

・情報を分析することの重要性を理解する。
・表とグラフの基礎を理解する。
・表計算ソフトウェアの基礎を理解し、グラフを作成する。
・関数を用いて情報を分析する。
・情報処理検定3級の知識を理解し、技術を身に付ける。

6

7

8

9

10

副教材（発行所） 福祉情報活用（実教出版）　全商ビジネス文書実務検定模擬試験問題集３級

オリエンテーション
第１章
情報化の進展と生活産業

１.　情報化の進展と社会
２.　生活産業における情報
化の進展

・福祉サービスにおける情報機器の役割と利用状況について学
ぶ。
・情報機器や情報通信ネットワークの活用、情報の共有化及び福
祉サービスの質的向上などについて自ら学び、主体的かつ協働的
に取り組むこと。

○

○ 14

単元
（実習項目）

単元の目標
（具体的目標）

評価の観点

○ 7

第２章
情報モラルとセキュリ
ティ

１.ネットワーク社会の危険
性
２.情報モラルとマナー
３.セキュリティ管理
４.情報機器の仕組みとプロ
グラミング

・個人のプライバシーの侵害、著作権などの知的財産の侵害、収
集した情報の管理、情報の発信者としての責任など、情報を扱う
上で必要な情報モラルを学ぶ。また、情報機器の基本的な機能を
充実させる主な周辺機器の役割、基本的なアルゴリズムやプログ
ラムの活用について理解する。

○ ○ 75

・プレゼンテーションについて理解する。
・プレゼンテーションの準備を理解する。
・プレゼンテーションソフトウェアを活用する。
・効果的なスライドを設定する。
・スライドの実行とシナリオを作成する。

４.　プレゼンテーションソ
フトの利用

第６章
情報の処理・分析・発信

令和６年度　　「  福祉情報   」学習指導計画
学科 履修学年 2 必修　　生活福祉科

4

配当
時数

主な評価方法

教科 科目名　　福祉 福祉情報 単位数 時数2 70

教科書名（発行所）

内容のまとまり

100 10

10 30 10 100



（注）評価の観点は、Ⅰ「知識・技術」Ⅱ「思考・判断・表現」Ⅲ「主体的に学習に取り組む態度」を示す。

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

【観点別評価】

・授業に取り組
　む姿勢、意
欲、

・校外学習に取
　り組む姿勢、
　意欲

・レポート、発
表、提出物の内
容、取り組む姿
勢

○ ○ ○ 18

○ ○ 27

評価の重点
①授業や演習、検定に取り組む意欲・態度
②地域での取り組みと、各取り組みでの提出課題

評価項目・対象 身だしなみ

105

3

3

発表会準備
発表会
まとめ

12

1

2

Ⅰ　知識・技能

Ⅱ　思考・判断・表現

Ⅲ　主体的に学習に取り組む態度

評価の比重

40

40

20

○ 24

2

11

グループ
ワーク

授業の姿
勢

その他

20 10

観点別合計

10 10 40

プレゼンテーション準備
プレゼンテーション
発表のまとめと振り返り

・１年間の内容をまとめ、発表する。

高齢者・障がい者・児童に
関する福祉実践

・課題解決へ向けた取り組みを、地域の方々と交流、実践を通し
て見つける。

目標

(1)地域福祉や福祉社会について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につけるようにする。
(2)地域福祉や福祉社会に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ、解決策を探求し、科学的な根拠に基づいて創造的に解決す
る力を養う。
(3)健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学び、地域福祉や福祉社会の創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

学
期

月

1

小テスト考査 実習

20

実技テスト レポート 課題・作品
発表

プレゼン

6

7

8

9

10

実践（課題解決に向けた
福祉実践）

○

課題設定
課題発見

交流学習に向けての目標設
定・施設調べ

・課題について、解決へ向けての方法を調べる。 ○ ○ 9

実践（交流学習）
高齢者・障がい者・児童の
地域生活に関する交流学習

○

高齢者・障がい者・児童の
地域生活を知る

・福祉の現状につて調べ、課題を見つける。

○

○ 18

単元
（実習項目）

単元の目標
（具体的目標）

評価の観点

○ 9

5

令和６年度　　「　課題研究　」学習指導計画
学科 履修学年 3 必修　　生活福祉科

4

配当
時数

主な評価方法

教科 科目名　　福祉 課題研究 単位数 時数3 105

教科書名（発行所）

内容のまとまり

副教材（発行所）

オリエンテーション
探求入門
地域福祉の現状を知る

20 20

10 40

福祉課題の解決方法を探
る

発表会準備
発表会

活動の振り返り
地域生活を支えるために
（交流学習の振り返り）

・課題解決へ向けた取り組みを、地域の方々と交流、実践を通し
て見つける。

・地域交流を通して見えてきた課題などを再検討し、解決へ向け
た検討を進める。

・これまでの内容をまとめ、発表する。

・地域社会で活躍している方々に、地域で抱えている困難や取り
組みについて教えてもらう。

プレゼンテーション準備
プレゼンテーション

講演会
講演会の振り返り



（注）評価の観点は、Ⅰ「知識・技術」Ⅱ「思考・判断・表現」Ⅲ「主体的に学習に取り組む態度」を示す。

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

【観点別評価】

・定期考査
・レポート
・グループワー
ク
・課題・作品
・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

評価の重点
①社会福祉の実践において必要な知識について体系的・系統的に理解しているとともに、関連する技術を身に付けているか。
②社会福祉の展開に関する諸問題を発見し、援助者としての倫理観をふまえて、合理的かつ創造的に解決をする力を身に付けているか。
③健全で持続的な社会を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付けているか。

評価項目・対象 身だしなみ

35

3

3

12

1

2

Ⅰ　知識・技能

Ⅱ　思考・判断・表現

Ⅲ　主体的に学習に取り組む態度

20

20

小テスト

・地域生活に向けた司法と福祉の連携のあり方について理解す
る。
・認知症高齢者や知的障害者の権利擁護として日常生活自立支援
事業や成年後見制度の仕組みを理解し、今後の支援のあり方を考
察する。

・社会的孤立を防ぐため、つながりの再構築が必要なことを理解
し、地域社会における社会福祉の役割について考察する。
・地域共生社会の実現のために必要な支援を理解し、今後の社会
に必要な福祉専門職の役割について考察する。

〇 〇

9

2

目標

①　社会福祉の理念と意義を理解し、社会構造やライフスタイルの変化をふまえた新しい福祉社会を実践する態度を身に着ける。

②　社会福祉の歴史を理解し、現代社会における社会福祉の意義や役割を考える力を身に付ける。

③　対人援助の技術や多様な社会的支援について理解し、社会福祉に関する諸課題を主体的に解決する力を身に付ける。

学
期

月

1 障害者福祉

多様な社会的支援制度

地域福祉の進展と地域の将
来

〇 6

〇 〇 〇 14

・障害者基本法における障害者の定義を理解する。
・障害者の生活に関して、社会モデルを用いたICFについて理解す
る。
・日本における障害者数を把握し、表や図から障害者の生活にお
ける課題について理解する。
・障害者福祉の理念として、ノーマライゼーションの理念や自立
生活運動の理念を理解する。
・障害者福祉政策の基軸である障害者総合支援法、障害者の雇用
の促進等に関する法律について理解する。
・身体障害者福祉政策の基軸である身体障害者福祉法について理
解する。
・知的障害者に対する制度上の支援の仕組みや現状を理解する。
・精神障害者に対する制度上の支援の仕組みや現状を理解する。
・発達障害者支援法を中心とした発達障害者に対する支援体制を
理解する。
・障害者総合支援法のしくみや現状を理解する。
・障害者福祉の今後のあり方について国連や条約の動きを理解す
る。

6

7

8

〇 〇 〇 5

・定期考査
・レポート
・課題・作品
・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

10

11

5

授業の姿
勢

その他

〇 〇 〇

考査 実習

生活を支える社会福祉
・社会保障制度

令和6年度　　「  社会福祉基礎  」学習指導計画
学科 履修学年 3 必修　　生活福祉科

4

配当
時数

主な評価方法

教科 科目名福祉 社会福祉基礎 単位数 時数

単元
（実習項目）

単元の目標
（具体的目標）

1 35

教科書名（発行所） 社会福祉基礎（実教出版）

内容のまとまり
評価の観点

副教材（発行所）

30

観点別合計 評価の比重

20 20 100 70

20

実技テスト レポート 課題・作品
発表

プレゼン
グループ
ワーク

地域福祉を推進する専門職
・地域福祉を推進する専門職の方と意見交換を行い、地域の課題
を理解し、誰もが住みやすいまちづくりを考察する。

100

20 30 30

3

まとめ 学習のまとめ ・一年間の学習成果をレポートにまとめる。 〇 〇 〇 7

100

60

・レポート
・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

地域福祉の進展と多様な
社会的支援制度

10

20 30



（注）評価の観点は、Ⅰ「知識・技術」Ⅱ「思考・判断・表現」Ⅲ「主体的に学習に取り組む態度」を示す。

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

【観点別評価】

10

20 20 20 100

令和６年度　　「  介護福祉基礎   」学習指導計画
学科 履修学年 3 必修　　生活福祉科

4

配当
時数

主な評価方法

教科 科目名　　福祉 介護福祉基礎 単位数 時数2 70

教科書名（発行所） 介護福祉基礎（実教出版）

内容のまとまり
単元

（実習項目）
単元の目標

（具体的目標）

評価の観点

目標

①　介護を必要とする人の尊厳の保持や自立支援など介護を行う上での基本的な考え方を習得させる。

②　介護の現代的意義や役割について考えさせ、介護を取り巻く状況や介護福祉サービスの確立や様々な社会的対応について理解させる。

③　介護を必要とする人に対して自立支援の観点に基づき、自己実現が達成されるよう適切な介護福祉サービスを提供できる能力と態度を育成
する。

学
期

月

1

第3章
感染対策

１．感染症の理解
２．感染症の予防策
３～７．介護現場で出会う
ことの多い感染症

⑴疥癬　⑵インフルエンザ

⑶ノロウイルス食中毒

⑷腸管出血性大腸菌感染症

（O157）

⑸その他の感染症

・感染症のしくみを理解し、法律にもとづいた対策を学ぶ。
・感染症の基本的な予防策を理解し、介護施設における感染対策
の必要性について学ぶ。
・疥癬、インフルエンザ、ノロウイルス食中毒、腸管出血性大腸
菌感染症などの代表的な感染症の原因、感染経路、症状について
理解し、感染対策について考察する。

6

7

8

9

10

11

5

第3編
介護を必要とする人の理
解と支援

第5章
介護福祉サービスの概要

第3編
介護を必要とする人の理
解と支援

第3章
障害者の生活と支援

○ ○ 12

・学習レポー
ト、ノート

・ワークシート

・編末問題

・小テスト

・定期考査

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

○

○

５．知的障害者の生活と支
援

６．発達障害者の生活と支
援

７．精神障害者の生活と支
援

グループ
ワーク

14

〇 〇 〇 8

○ ○ 12

７．障害者支援サービス

８．障害者支援サービスの
実際

○

○ ○

14

20

・学習レポー
ト、ノート

・ワークシート

・編末問題

・小テスト

・定期考査

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

○ ○ 10

評価の比重

70

副教材（発行所）

課題・作品
発表
プレゼン

１．福祉用具と介護ロボッ
トの必要性

２．福祉用具と介護ロボッ
トの有効的な活用

・利用者の尊厳を守り、自分らしい生活を実現するために福祉用
具を活用することを理解し、どのような影響があるか考察する。

１．介護におけるリスクマ
ネジメント
２．事故予防のための対策
３．介護現場で多い事故
４．身体拘束の禁止
５．介護現場における防災
対策

第4編
介護における安全確保と
危機管理

第1章
介護における安全と事故
対策

考査

60

実習 実技テスト レポート

30 100

・障害者総合支援法の概要を理解し、利用の流れや給付の内容を
学ぶ。

・障害者雇用促進法を通して障害者の雇用について理解し、対象
者や具体的な支援を考察する。

・知的障害者が法的に定められていないことを理解し、各年代に
合わせた生活上の困難な場面や必要な支援の方法について学ぶ。

・発達障害の定義や自閉症・ＬＤ・ＡＤＨＤなど、それぞれの特
徴を理解し、生活上の困難な場面や必要な支援の方法について学
ぶ。

・精神保健福祉法の定義をもとに精神障害の特徴を理解し、医療
との連携や生活上の困難な場面や必要な支援の方法について考察
する。

2

授業の姿
勢

その他

20 20

観点別合計

20 100

・学習レポー
ト、ノート

・ワークシート

・編末問題

・小テスト

・定期考査

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

小テスト

第4編
介護における安全確保と
危機管理

第4章
福祉用具と介護ロボット

第2章
介護従事者の健康管理

１．健康管理の重要性
２．心理面の健康管理
３．身体面の健康管理
４．労働安全衛生に関する
知識

・介護従事者の健康管理が介護の質にかかわることを理解し、健
康管理の重要性を学ぶ。

・よりよい介護を提供するため、介護従事者の身体面の健康管理
が必要なことを理解し、腰痛の予防策や機器の利用方法を学ぶ。

・安全で安心な暮らしを守るため、リスクが生じやすい場面やそ
の対応やリスクマネジメントについて学ぶ。

・高齢者の身体的・心理的特徴を踏まえて、生じやすい事故につ
いて理解し、事例を通して改善策や防止策を考察する。

・安全で安心な暮らしを守るため、日ごろから準備をしておくこ
とを理解し、災害時に福祉施設が担う役割を考察する。

評価の重点
①介護に必要な知識や意義、役割について体系的・系統的に理解しているとともに、関連する介護技術を身に付けている。
②介護に関する諸問題を発見し、介護者としての倫理観をふまえて、合理的かつ創造的に解決をする力を身に付けている。
③より良い介護を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。

評価項目・対象 身だしなみ

70

3

3

12

1

2

Ⅰ　知識・技能

Ⅱ　思考・判断・表現

Ⅲ　主体的に学習に取り組む態度

20

20 30 20



（注）評価の観点は、Ⅰ「知識・技術」Ⅱ「思考・判断・表現」Ⅲ「主体的に学習に取り組む態度」を示す。

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

【観点別評価】

チームのコミュニケーション
・介護におけるチームのコミュニケーションの意義と留意点につ
いて事例を通し、考察する。

40

サービス利用者とのコ
ミュニケーション①

100 30

20 30 10 100

20 10 10 20 10 20 10

チームによる連携

観点別合計 評価の比重

40 40 10 100 30

グループ
ワーク

授業の姿
勢

その他

令和6年度　　「  コミュニケーション技術  」学習指導計画
学科 履修学年 3 必修　　生活福祉科

4

配当
時数

主な評価方法

教科 科目名福祉 コミュニケーション技術 単位数 時数2 70

〇 ○

教科書名（発行所） コミュニケーション技術（実教出版）

内容のまとまり

副教材（発行所）

6

7

8

9

10

11

5 7

7

○ ○

○ 〇

単元
（実習項目）

単元の目標
（具体的目標）

評価の観点

障害とコミュニケーション

・知的障害のある人に対する意思決定支援や具体的なコミュニケー
ションの方法について学び、知的障害のある人の家族への支援につ
いて考察する。
・知的障害のある人に対する合理的配慮やコミュニケーション方法
を理解しする。コミュニケーションをとるために、ICT機器などの
ツールがどのように活用されているかを理解する。
・実践を通じ、利用者の状況や心身の状態に応じたコミュニケー
ションの技法を習得する。

・認知症ケアの視点と認知症の症状に伴う心理特徴をふまえ、認
知症の人との適切なコミュニケーションの方法について考察す
る。

認知症の人とのコミュニ
ケーション

考査 実習

10

実技テスト レポート 課題・作品
発表

プレゼン

3010

2

目標

①　福祉実践におけるコミュニケーションの意義と役割を理解し、コミュニケーションの基本技術、サービス利用者や家族とのコミュニケー
ション方法を身に付けるようにする。
②　実践的・体験的な学習活動を通し、コミュニケーションに関する諸課題について発見し、解決する力を養う。
③　福祉実践におけるチームのコミュニケーション構築のために必要な資質・能力を育成する。

学
期

月

1

○ ○

サービス利用者とのコ
ミュニケーション②

・レポート
・課題・作品
・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

・レポート
・課題・作品
・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

・発達障害の特性を理解し、発達障害ある人との具体的なコミュ
ニケーションの方法について学び、発達障害のある人の家族への
支援について考察する。

〇 〇 〇

7

高齢者とのコミュニケー
ション

サービス利用者とのコ
ミュニケーション③

地域とのコミュニケーショ
ン

・さまざまな対象者が暮らしている地域の中で、その人にあった
コミュニケーションの実践を通して対応方法を考え、よりよい実
践について考察する。

評価の重点

①福祉実践におけるコミュニケーションと関連させながら体系的・系統的に理解するとともに，実践的・体験的な学習活動を通して関連す
る技術を身につけているか。
②介護者としての倫理観をふまえて，科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を身につけているか。
③福祉の見方・考え方を働かせ、適切な対人援助に主体的かつ協働的に取り組む態度を身につけているか。

評価項目・対象 身だしなみ

70

〇 〇

3

3

12

1

2

Ⅰ　知識・技能

Ⅱ　思考・判断・表現

Ⅲ　主体的に学習に取り組む態度

7

○ 〇

小テスト

6

・レポート
・課題
・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

・レポート
・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

〇 〇 〇

○ 5

3〇 〇

〇 〇 7

7〇 〇 ○

・高齢者の特性とコミュニケーションの方法について理解する。
・認知症の特徴と適切なコミュニケーションの方法について理解
する。
・介護におけるチームのコミュニケーションの意義と目的につい
て理解する。

6

6

2

○○ 〇

○



（注）評価の観点は、Ⅰ「知識・技術」Ⅱ「思考・判断・表現」Ⅲ「主体的に学習に取り組む態度」を示す。

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

【観点別評価】

令和６年度　　「　介護総合演習　」学習指導計画
学科 　　生活福祉科 学年 3 履修 必修

・施設実習の意義と目的を理解するとともに、実習の内容や実習
期間を把握する。

１施設実習＜障害＞
オリエンテーション

時数 70

教科書名（発行所） 副教材（発行所）

教科 　　福祉 科目名 介護総合演習 単位数 1

目標

①地域福祉や福祉社会について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につけるようにする。

②地域福祉や福祉社会に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ、解決策を探求し、科学的な根拠に基づいて創造的に解決す
る力を養う。

③健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学び、地域福祉や福祉社会の創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

学
期

月 内容のまとまり
単元

（実習項目）
単元の目標

（具体的目標）

評価の観点 配当
時数

主な評価方法

3

・レポート

・発表プレゼン

実習に関する課
題（実習記録）

・身だしなみ

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

5 〇 ○ 3

6

4

施設実習に向けた学習

〇

〇

２施設実習＜障害＞

・サービス利用者の個性、障害の程度、生活背景、就労支援など
を理解し、一人ひとりの生活課題について理解する。
・サービス利用者の心身の状態に応じたコミュニケーション技法
を学び実践する。

4

7 ３施設実習報告会
・実習での学びを仲間と共有することで、福祉の多様性について
考察する。

〇 ○ 4

2

8

分野別学習

○

11 〇

〇

1

６発表会 ・実習や様々な活動から得た学びを仲間や後輩に共有する。

５まとめ
・課題に対し、福祉で得た学びを横断的・総合的に活かし解決策
を立案する。

４個人研究活動

・自らの体験を振り返り、活動や学びを通して生まれた疑問を課
題として設定し、更なる研究を行う。
・課題に関連する情報収集を行い、原因を分析する。

〇 ○ 2

・レポート

・発表プレゼン

・身だしなみ

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

9 ○ ○ ○

〇 ○ 3

12 〇 ○ 3

3

10 ○ ○ ○ 3

・レポート

・身だしなみ

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

2 〇 〇 〇3

1

施設実習のまとめ

〇

７学習のまとめ ・一年間の学習成果をレポートにまとめる。 3

3 〇 〇 〇 1

○ ○ 3

35

評価項目・対象 考査 小テスト 実習 実技テスト レポート 課題・作品
発表
プレゼン

グループ
ワーク

授業の姿
勢

身だしなみ その他 観点別合計 評価の比重

Ⅰ　知識・技能 50

100

100 20

Ⅱ　思考・判断・表現 30 20

30 20

10 10 100 40

評価の重点
①サービス利用者や施設の社会的役割について理解するとともに、福祉施設で求められる基本的な支援を実践する知識や技術が身についているか。
②地域福祉や福祉社会に関する課題を解決するために必要な、援助者としての倫理観と、合理的かつ創造的に解決する能力が身についているか。
③主体的かつ協働的に学ぶことができているか。援助者としてふさわしい接遇マナーが身についているか。

40

Ⅲ　主体的に学習に取り組む態度 20 20 20 20

40 10



（注）評価の観点は、Ⅰ「知識・技術」Ⅱ「思考・判断・表現」Ⅲ「主体的に学習に取り組む態度」を示す。

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

【観点別評価】

○ ○ 14

第5編
障害の理解

第2章
生活機能障害の理解

3○○○

〇 〇 〇 3

評価の重点

①自立生活の支援に必要なこころとからだについて体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けている。
②自立生活の支援に必要なこころとからだに関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力
を身に付けている。
③健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学び，こころとからだに基づいた自立生活の支援に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付けてい
る。

評価項目・対象 身だしなみ

35

3

3

12

1

2

Ⅰ　知識・技能

Ⅱ　思考・判断・表現

Ⅲ　主体的に学習に取り組む態度

20

20 30 20 30 100

2

授業の姿
勢

その他

20 20

観点別合計

20 100

・学習レポー
ト、ノート

・ワークシート

・編末問題

・小テスト

・定期考査

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

〇 〇 3

10

11

４．発達障害

実習

副教材（発行所）

課題・作品
発表
プレゼン

１．身体障害
・身体障害の種類や特性について理解し，聴覚障害，視覚障害，
肢体不自由，内部障害など各種の障害が日常生活に及ぼす影響に
ついて考察する。

２．精神障害

３．知的障害

・精神障害の種類と原因，関連する症状について学び，生活上の
困難について考察する。
・知的障害の定義と特性を理解し，言語発達の遅れや発達の遅れ
に関わる生活上の困難について考察する。

グループ
ワーク

小テスト

・学習レポー
ト、ノート

・ワークシート

・編末問題

・小テスト

・定期考査

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

○ ○ 6

〇 〇 3

考査

60

５．高次脳機能障害

６．難病

第2編
生活支援に必要なこころ
とからだのしくみの理解

第2章
生活場面の変化に関する
こころとからだのしくみ

目標

①　サービス利用者の状況に合った自立生活の支援を行う上で必要なこころとからだの基本的しくみを習得する。

②　発達課題や高齢者の健康について考えさせ，加齢に伴う心身の機能低下や障害が生活に及ぼす影響について理解する。

③　保健医療職など多職種と連携しながら，サービス利用者や家族の心身の状況や環境を考えた介護福祉サービスを提供できる能力と態度を身
に付ける。

学
期

月

1

〇 〇 3

6

7

8

9

5

・学習レポー
ト、ノート

・ワークシート

・編末問題

・小テスト

・定期考査

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

・発達障害の定義と特性を理解し，障害が日常生活に及ぼす影響
について考察する。

・高次脳機能障害の種類と症状を理解し，障害が日常生活に及ぼ
す影響について考察する。

・難病の種類と症状を理解し，難病が日常生活に及ぼす影響につ
いて考察する。

３．災害時に関するこころ
とからだのしくみ

４．終末期に関するこころ
とからだのしくみ

・災害時に起こりやすい症状について理解し，災害発生時の対応
や災害時のこころのケアについて考察する。

・終末期に関するこころとからだの関係について理解し，多職種
との連携による看取りのケアや家族への支援について学ぶ。

第4章
障害と地域生活支援

１．障害のある人の地域生
活上の困難と支援

２．障害のある人の地域サ
ポート体制

３．家族への支援

・ピアサポートを含むチームアプローチについて理解し，具体例
を通して生活上の困難と支援について考察する。

・障害者が地域で暮らしていくために障害者の主体性を尊重しな
がら，地域行政，関係機関や地域自立支援協議会などと連携し
て，障害者の生活を支援するサポート体制づくりについて学ぶ。

・家族への心理的支援や障害受容への支援，レスパイトケアなど
家族への支援について学ぶ。

令和６年度　　「  こころとからだの理解   」学習指導計画
学科 履修学年 3 必修　　生活福祉科

4

配当
時数

主な評価方法

教科 科目名　　福祉 こころとからだの理解 単位数 時数1 35

教科書名（発行所） こころとからだの理解（実教出版）

内容のまとまり
単元

（実習項目）
単元の目標

（具体的目標）

評価の観点

20

評価の比重

70

10

20 20 20 100

実技テスト レポート



（注）評価の観点は、Ⅰ「知識・技術」Ⅱ「思考・判断・表現」Ⅲ「主体的に学習に取り組む態度」を示す。

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

【観点別評価】

10050 3020

60

20 10

30 30 40 100 20

評価の比重

40 100 50

令和６年度　　「生活支援技術」学習指導計画
学科 履修学年 3 選択　　生活福祉科

4

配当
時数

主な評価方法

教科 科目名福祉 生活支援技術 単位数 時数2 70

教科書名（発行所） 生活支援技術（実教出版）

内容のまとまり

2

目標

①　自立生活の支援について体系的・系統的に理解しているとともに、関連する技術を身に付けている。

②　自立生活の支援の展開に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を身に付け
ている。

③　健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学び、自立生活の適切な支援に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。

学
期

月

副教材（発行所） 生活支援技術Ⅰ・生活支援技術Ⅱ（中央法規）

6

7

8

9

10

11

5

1

介護教室

単元
（実習項目）

単元の目標
（具体的目標）

評価の観点

小テスト考査 実習 実技テスト レポート 課題・作品
発表

プレゼン
グループ
ワーク

授業の姿
勢

その他

評価の重点
①サービス利用者の状態や状況に応じた、安全・安楽な支援のための知識や技術が身に付いているか
②「安全・安楽」「個人の尊厳」など、サービス利用者の課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力が身に付いているか。
③主体的かつ協働的に学ぶことができているか。支援者としてふさわしい身だしなみを常に整えることができているか。

評価項目・対象 身だしなみ

70

3

3

第3編
緊急時・災害時の支援

第1章
緊急時の支援

第2章
災害時の支援

12

1

2

Ⅰ　知識・技能

Ⅱ　思考・判断・表現

Ⅲ　主体的に学習に取り組む態度

第2編
自立に向けた生活支援

○ ○ 14

観点別合計

・実習レポート

・身だしなみ

・授業に対する
主体的、協働的
な取り組み

・実習レポート

・コンテスト

・身だしなみ

・授業に対する
主体的、協働な
取り組み

・実習レポート

・コンテスト

・身だしなみ

・授業に対する
主体的、協働的
な取り組み

・今まで学んできた介護技術を、適切に他者へ伝えることができ
る知識や技術を身に付ける。

○ ○ 16

１．災害時における介護従
事者の役割

２．災害時における生活支
援

２．ケアコンテスト
・課題事例に対する取組を行う中で、様々な介護場面において、
適切かつ安全に支援できる知識や技術を身に付ける。

１．介護技術コンテスト
・課題事例に対する取組を行う中で、様々な介護場面において、
適切かつ安全に支援できる知識や技術を身に付ける。

オリエンテーション

第1編
生活支援の理解

第4章
多職種協働と他の専門職
の役割

１．生活支援における多職
種協働

２．生活支援における他の
専門職の役割

・多職種協働のケアチームを理解し，他の専門職と関わっていく
ために必要な能力について考察する。

・生活支援にかかわる他の専門職の役割を理解し，多職種連携と
介護過程の関係性について考察する。

第2編
自立に向けた生活支援

・災害の種類や被災地で活動する際の心構えを理解し，災害時に
おける介護従事者の役割について考察する。

・災害時における利用者の生活支援や多職種連携の必要性を理解
し，災害時に介護従事者として的確に行動できる技術を身につけ
る。

〇 ○ 10

○ ○ ○ 10

20○ ○ ○



（注）評価の観点は、Ⅰ「知識・技術」Ⅱ「思考・判断・表現」Ⅲ「主体的に学習に取り組む態度」を示す。

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

【観点別評価】

〇 〇 14

第2編
サービス利用者や家族と
のコミュニケーション

第1章
サービス利用者や家族との
関係づくり

第2章
サービス利用者に応じたコ
ミュニケーション

利用者や家族とよりよくかかわるためのコミュニケーションにつ
いて理解する。

利用者や家族の支援に必要なコミュニケーションの方法について
理解する。

サービス利用者の特性に応じたコミュニケーションの方法につい
て理解する。

○ ○ ○ 12

第3編
福祉実践におけるチーム
のコミュニケーション

第1章
記録

第2章
チームによる連携

介護記録の重要性と記録の役割や機能について理解する。

介護の現場で用いられている記録の種類と内容について理解す
る。

読みやすくわかりやすい記録の書き方について理解する。

介護におけるチームのコミュニケーションの意義と目的について
理解する。

情報を共有する意義と目的、正しい情報共有の方法について理解
する。

会議の目的と方法について理解する。
○ ○ ○ 30

20 20

10 40

8

令和６年度　　「  福祉実践   」学習指導計画
学科 履修学年 3 選択　　生活福祉科

4

配当
時数

主な評価方法

教科 科目名　　福祉 福祉実践 単位数 時数2 70

教科書名（発行所）

内容のまとまり

オリエンテーション

第1編
福祉実践におけるコミュ
ニケーション

単元
（実習項目）

単元の目標
（具体的目標）

評価の観点

目標

１　福祉実践におけるコミュニケーションの意義と役割を理解し、コミュニケーションの基本技術、サービス利用者や家族とのコミュニケー
ション方法を身に付けるようにする。
２　実践的・体験的な学習活動を通し、コミュニケーションに関する諸課題について発見し、解決する力を養う。
３　福祉実践におけるチームのコミュニケーション構築のために必要な資質・能力を育成する。

学
期

月

1

5

6

7

第1章
コミュニケーションの意義
と役割

第2章
コミュニケーションの基本
技術

自己理解、他者理解や人間関係におけるコミュニケーションの意
義と役割について理解する。

コミュニケーションの特性と効果的なコミュニケーションの技法
について理解する。

対人援助を行う際の具体的なコミュニケーション技術について理
解する。

集団におけるコミュニケーションの特徴について理解する。

14○ ○ ○

9

10

〇

考査 実習

30

実技テスト レポート

第3編
福祉実践におけるチーム
のコミュニケーション

第2章
チームによる連携

一年間の活動の振り返り、まとめの方法について理解する。

活動報告、発表の方法について理解する。

・単元ごとの
　課題、演習

・授業に取り組
　む姿勢、意欲

・校外実践学習
に取り組む姿
勢、意欲

2

11

グループ
ワーク

授業の姿
勢

その他

30

観点別合計

10 40

課題・作品
発表

プレゼン
小テスト

副教材（発行所）コミュニケーション技術（実教出版）

評価の重点
①授業や演習、発表に取り組む意欲・態度
②地域での取り組みと、各取り組みでの提出課題

評価項目・対象 身だしなみ

70

3

3

12

1

2

Ⅰ　知識・技能

Ⅱ　思考・判断・表現

Ⅲ　主体的に学習に取り組む態度

評価の比重

40

40

20


